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ルター宗教改革500年：ヴィッテンベルク視察及び
資料収集の成果について

古庄　信

はじめに
2018年3月、ドイツのヴィッテンベルク（Wittenberg）を訪れる機会が与えられた。

この拙論では主として、ヴィッテンベルクとはどのような地で、かの地においてルター
がどのように宗教改革を始めたかについて、筆者の視察及び収集した資料をもとに記録
に留めることが目的である。

今さら述べるまでもなく、2017年は、ルターが宗教改革を起こし、その後カトリック
とプロテスタントの分裂というキリスト教にとって、さらにはヨーロッパ文化にとって、
大きな変革のきっかけとなった年から500年という節目の年であった。著者はこれまで
英語学及びイギリス文化について学生に講義する機会を与えられてきたが、その際、避
けて通ることのできないキリスト教と英語の、またイギリス文化とキリスト教との関連
性についての理解をさらに深めることは研究者として、教育者として永年の課題である。
なぜなら筆者の主たる研究テーマである「シェイクスピアの英語」については、近年の
研究からも明らかなように、シェイクスピアがその優れた言葉の大海を今日に残した際
に、いかに聖書の影響を受けていたか1）という点を無視することができないからである。
また沙翁2）の原文にあたってみれば、彼の言葉遣いのエッセンスの一つに聖書の言い回
しがその基盤となっていることは明らかである。英語史では17世紀のシェイクスピアと

『欽定訳聖書』3）が近代英語の基礎を築いたと言われるが、そのシェイクスピアが影響を

1） 拙論参照。「英聖書五版にみる迂言的doの歴史的研究I―新約聖書マタイによる福音書をコーパスとして―」学
習院女子大学紀要創刊号（1999年3月）,「英聖書五版にみる迂言的doの歴史的研究II―新約聖書マタイによる福音
書をコーパスとして―」学習院女子大学紀要第2号（2000年3月）,「オーバーアマガウ・キリスト受難劇の上演と
その意味について―劇中の女性たちの役割を中心として―」学習院女子大学紀要第3号（2001年3月）,「シェイク
スピアの作品におけるキリスト教の影響～ Hamletに見られる聖書の引用句を例として～」学習院女子大学紀要第
4号（2002年3月）, 「シェイクスピアの作品におけるキリスト教の影響～ The Merchant of Veniceに見られる聖書
の引用句を例として～」学習院女子大学紀要第5号（2003年3月）,「日英両国におけるキリスト教受容についての
意識調査」学習院女子大学紀要第9号（2007年3月）
2） 《「沙」は「沙比阿」などの略》でシェイクスピアのこと。「さおう」または「しゃおう」と読む。https://kotobank.
jp/word/%E6%B2%99%E7%BF%81-508804
3） The Authorised Version of the English Bible（またはKing James’ Version）の日本語名称
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受けた聖書は、『欽定訳聖書』ではなく、ジュネーヴ版 （the Geneva Version）4）と言わ
れる。ジュネーヴ版は、その名称からも明らかなように、スイスのジュネーヴで当時イ
ングランドのエリザベス1世の迫害を逃れてきたプロテスタント聖書学者らによって翻
訳された英語訳聖書である。ルターのドイツ語訳聖書の影響を受け、『欽定訳聖書』よ
り前の16世紀には、このジュネーヴ版を始めとしたいくつかの英訳聖書が登場した。す
なわちルターのドイツ語（母国語）訳聖書という試みがなかったならば、イギリスにお
いても英語訳による聖書がティンダル版（1526年）、カヴァデール版（1535年）、マシュー
訳聖書（1537年）、大聖書（the Great Bible, 1539年）5）のように次々に登場しなかったか
もしれない。文豪シェイクスピアはまさにこのような当時の、すなわち新しい英語で翻
訳された聖書を幼い頃から父ジョンや家族とともに朗読し、後の劇作家としての度量を
いかんなく発揮する糧としていったのであろう。6）

では、ルターの宗教改革はどのようにして始まったのか、なぜヴィッテンベルクなの
か、現地における調査報告を書き出す前に、再度ここでその足跡を辿ってみたい。

くり返し述べるが、西暦1517年という年は西洋文明の根幹をなすキリスト教文化に
とって、過去の長い二千年の歴史上、一つの大きな転換点となった時であった。当時カ
トリックの修道士であったルターは、バチカンによる贖

しょくゆうじょう

宥状（免罪符）販売という行為
に対し疑問を呈し、さらにその行為を道義上の誤りであるとして異を唱えた。すなわち

「95か条の論題」をヴィッテンベルクの城教会（Sclosskirche/Castle Church）の扉に張
り出し、自らの信仰に対する姿勢の正当性をアピールしたのである。その結果、彼はバ
チカンから異端とみなされ、破門された。それにも関わらず、未だ母国語で聖書を読む
ことのできる機会の少なかった国民のために、聖書の母国語（ドイツ語）訳を精力的に
開始、聖書の記述を読むことこそがイエス・キリストの教えを正しく理解し、信仰の道
に至る方法であるとした。一方でバチカンは免罪符を買いさえすれば誰でも天国へ行け
ると公言し、伝道とは名ばかりの、サンピエトロ大聖堂修復のための財政確保7）のため
の政策を貫こうとしていた。

ルターのこうしたローマ法王に対する、いわば内部告発とそれによって引き起こされ
るカトリックからの離脱、すなわちプロテスタントという新たなキリスト教宗派の立ち
上げは、単に上述のようなルター個人の力だけでは成功しなかった。まず聖書のドイツ
語訳については、確かに翻訳者ルターの功績は大であるが、それを国民の間に流布させ
るための伝達手段、すなわち印刷、出版という情報流通システムが完成していなかった

4） http://www.genevabible.org/geneva.html 参照。
5） https://www.bible.or.jp/know/know13.html 及びearlyenglishbibles.com/earlyversions/GreatFull5b.html参照。
6） 一般的には劇作家仲間たちのような大学教育を受けていなかったシェイクスピアがなぜライバルたちをしのぐ
傑作を何本も書きあげることができたかについては、少年時代のグラマースクールにおけるラテン語教育の成果
が挙げられるが、幼い頃から親しみ彼の中に沁みこんだ聖書の表現も無視できないと考えられる。
7） Livingstone, pp. 902-903参照。

811-0250-横-P121-140_古庄信様.indd   122811-0250-横-P121-140_古庄信様.indd   122 2019/03/01   16:47:242019/03/01   16:47:24



ルター宗教改革500年：ヴィッテンベルク視察及び資料収集の成果について

― 123 ―

ならば、彼の「改革」は到底達成されなかったであろう。実はイギリスにおいても、ル
ターより百年も前に、当時ラテン語やギリシャ語でしか読むことのできなかった聖書を
英訳し、一般民衆の聖書理解を計ろうとした聖職者がいた。14世紀、イギリスの聖職者
ジョン・ウィクリフ（John Wicliff e）である。しかしヨーロッパにおいてルネサンスの
三大発明品の一つである印刷機がまだ登場する前のことであり、ウィクリフの英訳聖書
は弟子たちによって数百部は書き写されたが、彼のこの行為はバチカンの怒りを買い異
端とみなされ、弟子たちは火刑に、また写本のほとんども焚書という憂き目に遭ってい
る。今日、私たちは幸いなことに、焚書を免れ、わずかに残ったウィクリフ訳聖書を現
代活字に置き換え出版されたものを目にすることができ、聖書研究者だけでなく、英語
学の研究者にとっても貴重な資料となっている8）。

さてウィクリフの試みから百年後のドイツでは実用化されたグーテンベルクの活版印
刷機9）が活躍していた。印刷機とはいっても、現代のコピー機のように高速で原稿を複
写するものではなく、活字を組んだ数ページ分の原版に印刷紙を乗せて圧力をかけ印刷
するという手間のかかる仕組みであった。それでも手書きの複写しかなかった当時とし
ては画期的なイノベーションで、この印刷機によって大量に出版されたルター訳ドイツ
語聖書は瞬く間に国内に流布していった。これに対するバチカンの圧力も相当なもので、
ルター自身も身の危険を冒してこの作業を続けたに違いないが、国内にあってルター
を支持する貴族たちの保護10）もあり、遂にルターは宗教改革の狼煙をあげてから17年後
の1534年、旧約聖書、新約聖書の両方をドイツ語で完訳する偉業を成し遂げる。ルター
48歳の時である。（p. 124, 略年譜参照）ルターのバチカンという巨大勢力に対する反抗が成
功したのも印刷機に負うところが大きかったが、バチカンがこのグーテンベルク印刷機
によって「免罪符」を大量に印刷して普及させようとしていたことは11）、誠に皮肉な出
来事である。

ルターのこの行動がなければ、プロテスタントはイギリスに伝わることもなく、ヘン

8） John Purveyを始めとしたウィクリフの弟子らによって製作された写本の総数は定かではないが、約250部は焼
き討ちを免れたとされる。Wycliff e's Bible was produced before the invention of the Printing Press, and so each 
manuscript had to be hand-written. Despite the church's wish to destroy the translation wherever it was found, 
around 250 individual copies or revisions are thought to have survived, and are still found in various libraries 
and museums today. https://biblemanuscriptsociety.com/Bible-resources/English-Bible-History/Wycliff e-Bible 
及びhttps://www.gotquestions.org/Wycliff e-Bible.html参照。
9） 1450年代にはすでにグーテンベルクの印刷機により42行聖書が印刷されている。https://www.britannica.com/
biography/Johannes-Gutenberg 参照。
10） ザクセン選帝侯 フリードリッヒ3世を始めとしたルター擁護派の貴族たちを指す。そもそもフリードリッヒ3世
がルターを道徳哲学の教員としてヴィッテンベルク大学に派遣したことがルターとこの町のつながりとなるので
ある。（リヴィングストン, p. 902参照。）
11） 「1454年の末、グーテンベルクは出資者フストと争い、1455年、訴訟に負けて、その機械をフストにゆずるの
余儀なきに至る。そこでフストは女婿ペーター・シェッファーとともに新しい印刷を設備する。二つの印刷所
は、1454 ～ 55年に免罪符の印刷を競っている。1456年8月24日以前に、最初の重要な書物である、いわゆる『グー
テンベルク聖書』または『42行聖書』が出版される。」エリク・ド・グロリエ／大塚幸男訳『書物の歴史』初刊　
pp. 70-71, 1954文庫クセジュ, 1992.　https://www.y-history.net/appendix/wh0902-084.html 参照。
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リー8世による英国国教会成立もなく、エリザベス1世によるプロテスタント宣言もな
く、またその後ジェームズ1世の命による、英語の発達に多大な影響を与えることにな
る「欽定訳聖書」（the Authorized Version of the Bible）12）も生まれることはなかった
であろう。ルターの宗教改革はこのように、ドイツ国内にとどまらず、ヨーロッパ全土
に、そして英語文化にも広く影響を与えたのである。以下、参考までにルターの略年譜
を挙げる。

ルター略年譜
この年譜の情報については主としてヴィッテンベルク、ルターハウス13）の掲示解説

に従うが、一部ルター関連のウェブサイトからの情報（注14、15を参照）を参考とする。

1483 年ドイツ・ザクセン・アンハルト州アイスレーベン（Eisleben）に父である炭鉱労働者ハンスの息子とし

て生まれる。

1505年（22才）エアフルト（Erfurt）の修道士となる。

1507年（24才）エアフルト（Erfurt）の司祭（priest）に任命される。

1510 ～ 11年（27 ～ 28才）ローマへ旅行。

1512年（29才）ヴィッテンベルクにて聖書解釈の講座担当

1514年（31才）アウグスティヌス会修道院（Augustinian Hermits）の教団司祭となる。

1517年（34才）「95か条の論題」をヴィッテンベルクの城教会の城門に張り出す。

1518年（35才）異端裁判開廷。

1519年（36才）ライプツィッヒ（Leipzig）の公開討論にて反論。

1520年（37才）『キリスト者の自由』出版。

1521 ～ 22年（38 ～ 39才）ローマ教皇レオ10世、ルターを異端として破門。

ヴァルトブルク城（Wartburg）にて新約聖書のドイツ語訳翻訳し教会を批判。

1522年（39才）宗教改革による混乱のためヴィッテンベルクへ帰還。

1525年（42才）修道女カテリナ・フォン・ボラと結婚。6人の子を設ける。16）

1527年（44才）ザクセン選帝侯 フリードリッヒ3世によるヴィッテンベルク公式訪問。

1534年（51才）最初の聖書完全ドイツ語訳完成。

1535年（52才）ヴィッテンベルク大学神学部の学部長となる。

1546年（63才）アイスレーベンにて死去。

12） 注3）参照。
13） ルターハウス（Luther Haus）の情報についてはホームページでも見ることができるが、ここでは筆者が
この施設を視察した際に記録した掲示解説の情報に従う。https://lutherstadt-wittenberg.de/kultur/unesco.../
lutherhaus/ 参照。
14） https://www.y-history.net/appendix/wh0903-007.html 参照。
15） https://www.biography.com/people/martin-luther-9389283 参照。
16） In 1525, Martin Luther married Katharina von Bora, a former nun who had abandoned the convent and taken 
refuge in Wittenberg. Together, over the next several years, they had six children.　https://www.biography.com/
people/martin-luther-9389283 参照。
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ヴィッテンベルク視察
さて前置きが長くなったが、以下、ヴィッテンベルク視察についての報告である。
日本から宗教改革の地ヴィッテンベルクへ行くにはハンブルク経由やミュンヘン経由

などいくつかのルートがあるが、今回は日数も予算も限られているため、ヴィッテンベ
ルクに最も近い首都ベルリンに宿泊し、そこからヴィッテンベルクへ列車で往復すると
いう計画を立てた。そのベルリンには日本からの直行便はなく、ミュンヘンまたはフラ
ンクフルト経由でベルリンに行くルートしか見当たらない。今回はミュンヘン経由を選
んでみた。

2018年3月5日、雨の降りだした羽田空港を12時45分発ミュンヘン行きのルフトハンザ
715便にてドイツへ出発。11時間の空の旅の後、ミュンヘン空港へ到着、そこからベル
リン行きの国内便に乗り換えてさらに1時間後、無事ベルリン・テーゲル空港へ到着。
現地時間で午後7時半。そこからベルリン市内までバスで約30分。宿泊したホテルはベ
ルリンの街中で部屋は4階であったが、窓の下の通りを路面電車が走っており、終電が
ないのか、一晩中ホテルの横を通るたびに、走行音が部屋にも響き、耳栓をして寝たほ
どであった。

3月6日、ベルリン2日目、天候はまずまずであるが、気温は日本より寒い摂氏6 ～ 7度。
朝食をすませた後、ホテルのあるアレクサンダー・プラッツ駅（Alexanderplatz）から
電車に乗って4つ先のベルリン中央駅（Berlin Hauptbahnhof）へ出かけ、3月7日に予定
しているヴィッテンベルク行きの列車の切符を購入する。日本でいう「みどりの窓口」
のようなカウンターへ行き、「これこれの日にち、時間で、どこどこへ往復切符を･･･」
といった調子でドイツであるが英語で十分にやり取りができる。ベルリンからヴィッテ
ンベルクまで鈍行列車だと1時間半かかるが、この場合、往復3時間、待ち時間も含める
と日帰りで行くには時間がもったいないので、特急を使うことにした。これだと片道40
分。料金は往復で約90ユーロ（￥12,000）。購入後、時間があったので、ベルリン市内
を散策し、ブランデンブルク門や東西冷戦の遺物となった「ベルリンの壁」なども訪れ
るが、これは別の機会に報告することとする。

翌3月7日、いよいよこの調査旅行の主眼であるヴィッテンベルク行き。朝9時半ベル
リン中央駅発のライプツィッヒ行き特急は定刻を数分遅れで出発。ライプツィッヒはベ
ルリンと南のミュンヘンの中間（ベルリン寄り）で、ヴィッテンベルクはそのライプ
ツィッヒとベルリンの間にある。天気予報ではこの日はまあまあの天気のはずであった
が、ベルリン市内は小雨。列車に乗ってしばらくすると車窓は一面の銀世界。途中から
引き返すことも出来ず、とにかく現地を目指す覚悟を決めて40分後、ヴィッテンベルク
へ到着した。
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駅舎（写真下）は町はずれにあり、積雪が10センチはあろうかという道をとぼとぼと
町中を目指し歩き出す。人口4万6千人の小さな田舎の町17）である。粉雪の舞う中、街中
を目指す。そして駅から数分のところに、たぶん宗教改革500年の観光名所として作ら
れた「パノラマ・ルター 1517」18）という今から500年前のヴィッテンベルクの街中を絵
と音で再現してみせる見学施設があり、まずそこを訪れる。

雪の降り積もるヴィッテンベルクの駅舎
パノラマ・ルター 1517の外観

（ヴィッテンベルク観光案内より）18）

雪のためか、訪れる客は自分を入れてごくわずか。この施設は外観もそうだが、内部
も円筒形の360度ドームになっており、中心にやぐらがあってそこに上り、周囲にはル
ターが改革を起こした中心となるシュロスキルヒェ（城教会）をはじめヴィッテンベル
クの街中、そこに生活する人々の様子が描かれたパノラマ画を観るという趣向だ。

ドーム内は風の吹きすさぶ夜明け前の暗い中から照明が少しずつ明るくなり、昼間の
市場の賑わい、教会前で免罪符を売る僧職者ら、などの声も聞こえてくるので、まるで
16世紀のヴィッテンベルクにタイムスリップしたような錯覚を覚える。このような中で
ルターはどのように修道士として生活し、神学を教授し、宗教改革への道を踏み出して
いったのか、という雰囲気を味わうには、なかなか良くできたアトラクションである。

写真左　ドーム内の絵のミ
ニチュア>中央に城教会、
その周りに中世のヴィッテ
ンベルクの町並みが広が
る。
古庄撮影

30分ほど中世の町中を仮想体験した後、本物の城教会を目指して再び雪の中を歩き出
す。途中の商店街も、ひっそりとして時折、買い物客や観光客が数人行きかうだけであっ
た。
17） http://www.statistik.sachsen-anhalt.de/download/stat_berichte/6A102_hj_2016_02.pdf
18） ヴィッテンベルクのホームページによるとこの施設は2016年に建設されたとある。https://lutherstadt-wittenberg.
de/kultur/sehenswuerdigkeiten/panorama-uther1517/より。
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数分歩くと、町の中心にある広場（マルクト）にそびえる聖マリエン教会の二重の塔
が見えてくる。ここはルターが宗教改革を起こしその後30年間、説教を続けた教会とし
て有名である。広場に出ると、古風な市庁舎の建物の前にルターと、彼の改革を支持し
たメランヒトンの銅像が「寒い雪の中をようこそ！」と出迎えてくれているようであっ
た。

写真右　マルクト広場の中
に建てられたルター像。後
ろの建物は市庁舎。
写真左　降りしきる雪の中
に立つルター像。

町の中心部へと向かうコレギエン通り。奥の方に聖マリエン教会の塔が見える。

ルター像を写真撮影した後、さらに町の奥へ通りを歩くと、いよいよ目指す城教会が
見えてきた。1517年10月ルターが当時のローマ・カトリックの「免罪符販売」をはじめ
とした腐敗体質に対し、抗議する形で「95か条の論題」を木の扉に打ち付けて民衆にア
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ピールしたという、あの城教会（シュロスキルヒェ）だ。雪のため塔の上部はかすんで
いる。

雪空にかすむ城教会の塔 この扉にルターは論題を打ち付けた

ルターが95か条の論題を
打ち付けた扉の前に立つ筆者

ルターがバチカンに対し抗議の姿勢を示した「木の扉」が今でも残っていたら大変な
ものだが、残念なことにこの扉は1700年代末に火災で焼失し、その後、鉄製の扉に「95
か条の論題」が彫刻されたものが現在見られる。筆者も扉の前に立ち、写真を撮影しつ
つ、ルターの決意に思いを馳せる。

教会内部へ入ると、間もなくして昼の礼拝が始まる。暖房も入っておらず、凍えるほ
どではないが、吐く息が白くなるような寒い礼拝堂の中、団体で2 ～ 30人ほどの礼拝者
が出席していた。当方もその人々に交じって、30分間ほどの昼の祈りに参加。降り注ぐ
パイプオルガンの荘厳な音色は、ヨーロッパのキリスト教会ならどこでも感じる圧倒的
な「神の力」を感じさせる。が、それは決して威圧的ではなく、むしろそこにいる者の
心に安らぎを与えるものだ。今から5世紀前のルターがどのように人々に30年間聖書の
教えを説き続けたかに思いをめぐらすひと時であった。
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中央祭壇のキリスト、左が天国のカギをもつペ
テロと、右に剣をもつパウロの像（写真左）　中
央祭壇の奥にあるキリスト像のステンドグラス
（写真上）

礼拝後、城教会の続きで建て増しされた博物館を見学、最後に売店で「95か条の論題」
のドイツ語版レプリカを購入する。礼拝の最中に、急に教会内が明るくなったと思った
ら、外は雪が降り止み、かすかだが陽が差し始めた。

次にマルクト広場の裏にある聖マリエン教会へ向かう。ここはルターがヴィッテンベ
ルクにおいて説教を行った、この町最古の教会といわれる。この教会の祭壇にはクラナッ
ハの描いたキリストと弟子たち、十字架のキリストを挟んで会衆に説教するルターの絵
などが掲げられている。（次頁写真参照）　キリスト教会の礼拝堂には、カトリックの場合、
キリストの磔像のついた十字架、燭台、その後ろにステンドグラスという聖壇が普通で
ある。またプロテスタント教会では
ステンドグラスを置かずにキリスト
の磔像のついていないシンプルな木
の十字架のみが設置されているとい
うのが一般的であるが、この聖マリ
エン教会は、ルターが説教をしてい
る場面をいわゆる聖画として祭壇に
掲げているところが、いかにもルター
ゆかりの教会といえよう。

ヴィッテンベルク最古の聖マリエン教会
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聖マリエン教会の礼拝堂　祭壇の後方に掲げられたルター関連の聖画。上壇の3枚のパネルは左から聖
職者たち、中央がキリストと弟子たちの最後の晩餐、右がルター。

下壇：十字架のイエスを挟んで右に説教するルター、左に妻カタリナや会衆たち
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珍しい緑色の会衆席とパイ
プオルガン。左右の柱には
プロジェクターで聖句が投
影されている。
（写真左）

通りの途中にはクラナッハの家やメランヒトンの家などもあったが、閉館されている
様子であったので、通りから見える建物の写真だけ撮って、最後にルターが家族ととも
に住んだというルター・ハウスを訪れる。クラナッハとメランヒトンについては後でル
ターとのかかわりを含む詳細とともに述べる。

もとは大学兼修道院として建てられたル
ター・ハウス。写真上の右側の建物に後
に大学の神学教授となったルターとその
家族が住んだといわれる。写真左はコレ
ギエン通りに面したルター・ハウス（修
道院）の入り口。

コレギエン通りに面して建つメランヒトンの家
（写真上）
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この日最後に訪れたのが、ルター・ハウス（Luther Haus）。ヴィッテンベルク在住時代、
ルターが妻カタリナや子供たちと住み、神学の教鞭をとった建物である。外観は中世の
古い建物だが、中はリフォームされて最新の博物館となっている。その中にルター時代
の面影を残した各部屋に、ルターに関連する本や当時の様々な資料が展示してあった。
以下、これらの一部について、写真と共に紹介する。

ルターが家族と住んだ家 ルターハウス博物館の入り口　一部外装工事中

上の写真からわかるように、ルターハウスとはルターと彼の家族の住居である前に、
元ヴィッテンベルク修道院及び大学の建物であった。余談であるが、シェイクスピアの
ハムレットはこの地に哲学を学びに留学していた、という設定である。19）ここから歩い
て数分のところに「ハムレット・ハウス」と呼ばれる銀行があるくらいである。こちら
は外観こそ『ハムレット』の舞台となるデンマークのお城（エルシノア城）のようであ
るが、中は普通の銀行。

さてルターハウスの話に戻り、中を見学していく。1階の受付で入場料を払い、いき
なり階段を上って上の階へ上がると、各部屋に下の写真に見るようなルターの完全ドイ
ツ語訳聖書や、教会音楽家としてのルターの片鱗を偲ばせる「神はわがやぐら」20）の原譜、
その他数えきれないほどの説教集やルターの翻訳本が展示されている。その中に交じっ
て、ルター家の食卓で使われたであろう食器類、改革を起こしたルターの噂を聞きつけ
てヴィッテンベルクに集まってきた宗教家らとの接見を行った部屋もあった。

中でも筆者の目を引いたものが、ルターに贈られた中世の時計と活版印刷機であった。
この機械仕掛けの時計については、もちろん現代の時計からは想像もできないほどの大
掛かりな、およそ時計とはいいがたい恰好をしたものであるが、時計自体が何千年もの
昔から水時計や日時計として考案されて以来、中世になってようやくゼンマイや歯車を

19） ibid.
20） Queen. “Go not to Wittenberg...” (Hamlet Act 1 Scene 2. 123); Hamlet. “And what make you from Wittenberg, 
Horatio?” (Hamlet, Act 1 Scene 2, 170) から彼がWittenberg大の学生であることがわかる。 
https://www.folgerdigitaltexts.org/html/Ham.html#line-1.1.0
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もつ機械として登場した21）ことを考えると、それまで人間が日の出、日没など自然現象
にその認知を任せてきた「時の感覚」を機械の発明によって自ら意識するようになった
という意味で、ルネサンスはやはり社会変革の時でもあったのだ。ルターハウスの解説
には、「ルターは、人間が作り出したもので、時を計る最高の道具と評した」と掲示さ
れていた。一分一時間を刻む時計を見て、ルターは残された時を意識しつつ精力的に自
らの使命を成し遂げていったことであろう。

もう一つの展示品が活版印刷機であるが、これについては上述のとおりで、今さら述
べるまでもないだろう。同様の機器は東京のトッパン印刷博物館にも展示してあるが、
職人らが複雑な工程を経て1枚ずつ印刷していく姿が想像されたという意味で、この博
物館になくてはならぬアイテムである。付け加えておくと、この印刷機が、ワインを製
造するぶどうの搾り器を応用して作られたというのも有名な話である。22）

もとは修道院の食堂？現在は訪問者用レク
チャー室（写真上）

ルター作詞作曲「神はわがやぐら」の原譜 ルター翻訳のドイツ語訳聖書全巻本

ルターハウスの内部（写真左）

21） 讃美歌267番（ルター作詞・作曲 “Ein feste Burg ist unser Gott”）参照。
22） https://museum.seiko.co.jp/knowledge/history/参照。
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ルターに寄進された時計。

活版印刷機。ルネサンスの三大発明品のひ
とつ。これなしにはルターのドイツ語訳聖
書や彼の神学解釈に関する著述は普及せず、
宗教改革は成功しなかったであろう。

クラナッハ親子の描いたルターの肖像
博物館の解説によると、ドイツの歴史上、最も多くその肖像画が描かれたのはマルティ

ン・ルターと言われる。その大部分はクラナッハ父（1472-1553）と子（1515-1586）23）

によるもので、二人によって数種類のルター肖像画が製作された。またルターだけでな
く彼の妻カタリナや娘マグダレナの肖像画も家庭人としてのルターの一面を思い起こさ
せるものである。ルターハウス内には宗教改革に関する資料とともにこれらの肖像画も
多く展示されていた。中でもルター自身の肖像画については、若き日のルターから宗教
改革前、晩年、そして何と臨終の際の安らかな表情のルターまで描かれており、絵画に
よるルター自身のビジュアル年表ともいえる。

23） 国立民族学博物館准教授・宇田川氏の解説による。http://www.minpaku.ac.jp/museum/enews/112otakara参照。
クラナッハ（Lucas Cranach, 1472 ～ 1553）ドイツ-ルネサンスの代表的画家。宗教画・肖像画に深い精神性を表現。
ルターの友人、宗教改革の支持者でもあった。https://kotobank.jp/word/クラナッハ-485634参照。
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博士帽をかぶった若き日の
神学者ルター（1520年頃）

宗教改革前後のルター

晩年貫禄のついたルター ルター臨終の肖像画

ルター臨終の肖像画については、彼の遺体の傍らに1枚のメモが残されていたと額の
説明にある。それによると「何人たりとも羊飼いを5年経験しなければ、古代ローマの
詩人ウェルギリウスの牧歌を理解できぬであろう。何人たりとも100年、予言者エリヤ、
バプテストのヨハネ、キリストらとともに教会に遣えなければ聖書を十分に理解したと
思ってはならない…聖アエネードを理解したと思うな、その足跡を謙虚さをもってあが
めよ。われらはみな貧しきものなり…」というルターの最後の筆跡が残されていたとい
う。（肖像画の解説より）
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ルターの妻カタリナ・フォン・ボラと娘マグダレナ

写真左上のルターの妻カタリナの肖像画も数多くクラナッハによって描かれている
が、「結婚当初の若い花嫁の姿から、やがて自意識の強い、責任感溢れる女性のそれへ
と表情が変わっていった。右上の少女の肖像画は、1520年ころクラナッハによって描か
れ、長い間ルターの娘マグダレナのものとされていたが、近年ルーブルに展示された際、
この時にはルターとカタリナの間にはまだ娘は生まれていなかったということが判明し
た」と各肖像画の解説にある。24）当時、それまで聖職者の結婚が禁じられていたが、ルター
と妻カタリナの結婚はそのカトリックのルールも打ち破った。これもルター個人の宗教
改革といえよう。妻カタリナについて『ニュースダイジェスト』ドイツ版にはつぎのよ
うな紹介がある。25）

忘れてならないのは、危険を顧みず修道院を抜け出し、ルターを追い掛けた修道女、カタリナ・
フォン・ボラ。聖書に根拠はないものの、肉体的欲望は罪であるとされ、聖職者の結婚など到底
認められなかった時代、二人は結婚し6人の子どもに恵まれた。一躍有名になったヴィッテンベル
クには各地から学者が集まった。ルターの自宅にも次々と論者が訪れ、カタリナは女主人として
彼らの宿泊や食事などを世話しながら一緒になって日々議論した。

 

メランヒトン Philipp Melanchton（1497―1560）
今回のルターについてのフィールドワークで、あらためてルターの同僚であったメラ

ンヒトンについて資料を確認する機会があったので紹介しておきたい。シュトゥッペ
リッヒの著書に良くまとめられているので、これを引用する。26）

24） ルターハウス内、マグダレナ肖像画の解説より。
25） www.newsdigest.de/newsde/features/8381-martin-luther-500-jahre-reformation.html参照。 
26） R・シュトゥッペリッヒ著、倉塚平訳『メランヒトン』（1971・聖文舎）』　
https://kotobank.jp/word/メランヒトン-141725［金子勇晴］ 参照。  
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（フィリップ・メランヒトンは）ドイツの宗教改革者、エラスムス
に影響を受け、1518年チュービンゲン大学からウィッテンベルク大学
にギリシア語の教授として招かれる。ルターの影響を受け、哲学か
ら聖書学に転じ、ルターの同僚として宗教改革運動の指導者となり、
1521年に『神学総論』第1版を出し、宗教改革の教義を初めて明瞭に
組織した。その教育上の才能によりプロテスタント神学と哲学の教師
となる。1530年にはプロテスタント最初の信仰告白である「アウクス
ブルク信仰告白」を執筆。性格は温和で、指導力に欠けるところもあっ
たが、ルターの生存時には両者の相違は顕在化しなかった。だが、晩
年はルター神学との違いが目立ち、論争の種を残した。しかし彼の人
文主義的精神は、ルター派教会とカルバン主義とを結び付ける重要な
方向を導き出した。

上述のように、晩年こそルターとの見解の相違があったにせよ、ドイツにおける宗教
改革が、ルター個人だけでなく、メランヒトンやクラナッハなど周囲のサポーターたち
の協力によって成し遂げられたことがあらためて確認できた。孟子の言葉を借りるなら
ば「天の時、地の利、人の和」が揃って達成されたルターの宗教改革であったといえよう。

ルターが仲間たちと宗教談義をした部屋

午後4時半、体力の限界を感じ、疲れた足を引きずりながら、ヴィッテンベルクの町
を離れ、駅へ向かう。寒い駅舎の中で午後5時48分発のベルリン行きの列車の到着を待
ちながら、しばらくルターの聖地での長い一日を振り返る。暖かく心地よい日に訪れる
よりも、今日のような雪の舞う、凍えるような日であったからこそ、500年前のルター
の熱い改革への思いもより実感できたのではと思うと、心地よい疲れであった。

メランヒトンの肖像画
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ヴィッテンベルク駅にてベルリン行きの列車を待つ

まとめ
本稿では、前置きとして、i）ルター以前の聖書母国語訳の試みとして英国のウィク

リフの例があったこと、ii）その百年後ルターは印刷機の発明もあり、ドイツ語訳聖書
を普及させ、iii）これによりバチカンの圧力は止められず、カトリックからプロテスタ
ントが枝分かれする契機となったこと、iv）その結果、バチカン及びヨーロッパ諸国（と
りわけイギリス）において、キリスト教受容の構図が変化したこと、などをルターの略
年譜とともに論述した。

本論においては、ルターの宗教改革という視点からヴィッテンベルク視察の報告を
行った。改革の拠点となった城教会（Schlosskirche）に至るヴィッテンベルクの町並
みをたどりつつ、そこでルターが500年前、どのように改革の火ぶたを切ったのか、彼
を支え改革の荒波を共に渡った妻カタリナ、ルターと共にヴィッテンベルク大学の神学
者として招かれ、改革の途中までルターを支援したメランヒトン、同様にルターを支持
し、彼の肖像画を彼の若い頃から臨終に至るまで描き続けたクラナッハを始めとした多
くの支持者たち、そのような意味で町そのものが宗教改革を物語るモニュメントであり、
それゆえ、ユネスコの文化遺産に指定されているのも当然のことといえよう。27）

27） 城教会（Schlosskirche）に至るマルクト広場にはルター像と並んでメランヒトンの像も建てられていることか
らも、ヴィッテンベルクの人々にとっては少なくともこの二人が「宗教改革」の立役者であることを象徴してい
るように思われる。
　1996年、ルターの誕生地アイスレーベンとともに世界遺産に指定された。獨協大学ドイツ語学科ホームページ
参照。
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